
No．13-97 講習会  

「自動車における３次元設計の現状と課題」  

2013年度開催報告及び多年度定番開催のまとめ報告 

                                                                                                               
加茂下明生（デジタルプロセス） 

 

本講習会は、自動車を先駆けとした３次元設計の先進的取組みについて、その現状と課題を、当該分野の第一人

者にご講演を頂き、ものづくりを担う産業界の設計者や設計を学ぶ方々にとって最適なものとする様に企図した（下記

開催の狙い参照）。具体的には、大学アカデミーでの「３DCAD の研究動向」を起点に、自動車ＯＥＭメーカによる「３

DCADデータ活用開発のグローバル展開」→部品 Tier１サプライヤーの「３DCADデータ活用の具体的取組み」→ITツ

ールベンダーから「最新ソリューション」→規格化団体等による「3D図面標準化」→ITサービスベンダーから「業務プロ

セスの３D データ化」とする流れの 6 テーマで全体シナリオを構成した。2010 年度からこれまで、定番としてコンセプト

を変えずに、3 次元設計の定着進展の実情に合わせ内容のリファインを行って開催してきた。本報告では、2013 年度

の開催結果と、多年度（計 4 回）の定番開催のまとめ分析結果を掲載し、今後の講習会開催にあたっての一助とした

い。 

                                                                          

2013年度講習会開催報告 

開 催 日：2013年 9月 4日（水） 

会 場： 東工大蔵前会館 ロイアルブルーホール(東京都目黒区大岡山) 

                                                                                                    

講習会開催の狙い 

                                                                                                    

製造業における製品開発は自動車産業が牽引役となり、「３D‐CAD による設計」の時代となった。３Ｄデータは形状

の確認、複雑な部品間空間成立性(干渉)、レイアウト（配置）、性能予測、生産工程要件、等々の検討、また、カタログ

から整備要領書に至るまで、活用の領域は広範囲に及ぶ。一方で、その活用の実態は、企業毎、様々なところを残し

ており、３Ｄデータ整備の時代にあっても、ノウハウ情報の伝達における「２Ｄ図面の重要性」は変わっていない。一方、

製造業そのもののグローバル化に対応するために、「技術情報の伝達・活用」への取組みが、一層重要な課題となっ

て来ている。 

本講習会では、CAD 研究のアップデート、内外アセンブリメーカでの３Ｄデータ利用からサプライヤサイドでのモノ造

りデータとしての運用実態等々をわかりやすく紹介することで、３Ｄデータを構築/運用するメリットと将来への方向性、

３Ｄデータに具備すべき要件等についての考察を行う。自動車業界はもとより、重工・機械、電機・精密など、他業界

の方々も含めて、２Ｄと３Ｄデータの両方を運用する現状から、今後、３Ｄデータをどのように構築、活用していくかを検

討する為の参考にして頂くことを狙う。 



                                                                                                                

講演概要 

                                                                                                               

（1） 「３次元ＣＡＤの研究動向と製品設計への貢献」 

法政大学 理工学部機械工学科 教授 木村 文彦 

 

3次元CADは広く産業界に普及し製品開発に不可欠な道具となっているが、開発初

期段階における支援機能、高精度な機能評価、製品ライフサイクルを通じて生ずる

様々な擾乱の扱い、ソフトウェア融合型製品のような多領域技術支援など、十分に解

決されていない課題も多い。3 次元 CAD の研究開発の動向と製品設計への適用につ

いてご講演頂いた。 

 

                                                                                                               

（2） 「グローバル展開時代の３Ｄデータ活用」 

日産自動車(株) グローバル情報システム本部 エンジニアリングシステム部 部長 山本 泰司 

 

日産自動車では早くから３Ｄデータを衝とする開発を推進してきた．ＢＯＭと連携した

３Ｄデータをマスターとすることにより，生産性検討・ＣＡＥなどのコンカレントエンジニア

リング，生産部門のモノ造りデータへの一元流通も実現した．更に，近年では海外開発

拠点や海外サプライヤーとのコラボラティブエンジニアリングにも効率的に対応するこ

とが出来ている．これら最新の取り組み状況についてご紹介頂いた。 

 

                                                                                                               

（3）「モノづくりにおける３次元ＣＡＤデータのグローバル活用と課題について」 

ジヤトコ（株） 開発部門 解析技術センター センター長 藤野 恭司 

ジヤトココリアエンジニアリング（株） 第一技術開発室 室長 金昌鉉 

 

ジヤトコでは、製品３Ｄデータを開発から生産まで活用すること

により開発期間短縮と設備対応の迅速化を実現してきた。昨今

の開発及び生産拠点がグローバル進出する中で、効率的に活用

するための仕組、今後の課題と取り組み状況についてご紹介頂

いた。 

                                                                                                               

(4) 「３次元設計を中核とした最新ソリューションと海外事例」 

シーメンスインダストリーソフトウエア（株） ビジネス開発部 部長 山本 広則、遠藤達雄 

ビジネスコンサルタント部 五島 直 

 



３次元設計を下流で最も有効活用できるプロ

セスとして、CAM 加工情報管理、工程設計、加

工現場への接続といった分野や、EBOM/MBOM

から組立工程シミュレーションといった分野があ

る。それらの技術紹介や事例をご紹介頂いた。 

 

                                                                                                               

(5) 「日産自動車における「３D単独図」の実務適用とグローバル展開への取組み」 

(株)日産テクノ CAD技術推進室 アソシエイト CADマイスター 中込 康之 

 

日産自動車では、デジタル開発をさらに進めるため、設計/生産/IT システムの各部署と

連携し、図面情報を３D モデルに集約した「３D 単独図」の適用に取組み、グローバル展開

を開始した。この取組みにおける工夫点や成果、今後の計画について実例をもとにご紹介

頂いた。 

 

 

                                                                                                               

（6） 「3次元データ活用による開発生産プロセス効率化を支える BOM/PDMシステム」 

 デジタルプロセス(株) 代表取締役社長 山田 龍一 

 

極めて多種類の製品を短期間で高品質かつ低コストで市場に投入する事が要求され

る 自動車の開発・生産準備には、デジタルモックアップをはじめとする 3D データを駆使

したバーチャルなプロセスが必須となっている。一方、試作や実験といったフィジカルなプ

ロセスを代替する為には、3Dデータに対して図面や部品と同等の仕様/構成管理や変更

管理が必要となり、BOM/PDM システムが極めて重要な役割を果たしている。適用事例

を交えた最新の動向をご紹介頂いた。 

 

                                                                            

講習会参加状況、アンケート結果：次節参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                  



                                                                                  

多年度定番開催まとめ報告 

                                                           

 定番開催として多年度に亘り、連続して 4回の講習会を開催したので、一旦、実施後の参加者によるアンケート記

載結果を基に、講習内容への評価や、参加者の属性等について分析まとめを行った。 

これにより、以下の様に、今後の講習会企画に何が求められるかが示唆された。これらを活かし、参加者の方々

により満足して頂ける講習会を開催できる様に目指したい。 

                                                                                   

参加者の評価結果から企画に求められること 

                                                           

【講習会参加の意義】  

非常に有意義が初回 40％半ばから、回ごとに上昇、 4

回目には、60％半ばまでに達した（グラフ１）。 

参加者は年度毎に異なるが、講師の継続もあり、テキスト

や講演内容等の充実に起因したものと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

【特に興味深かった講演】 

年度毎に多少の変動がみられるものの、全ての講演が参

加者の興味を引くものとなっている（グラフ 2）。 

個別には、講演時の質疑応答での活発な意見交換等の様

子やコメントから、実業務での適用事例の紹介を中心とした講

演群が特に興味深いものとしてあげられている。特に、標準化

の動きについては、4 回目で、実際の適用事例を中心に据え

た講演としたため、それまでよりも興味深いものとして評価が

高くなっている。この点で、ＩＴベンダーの講演は、具体事例が

出し難い事情もあり、興味度合いは各年度とも全講演の中で

相対的には低くなっている。 

 

 

 

グラフ１ 

グラフ２ 



【テキスト資料】 

概ね適当とされている（グラフ 3）。 

ただ、3回目で、不充分とするものが特に多くなっている。これは、

コメント記載等から、テキストのパワーポイントを複数枚プリント

した際の文字が小さくなったことと、会場のプロジェクター投影の

スクリーンが小さかったことによる、資料の読み難さに起因した

ものと推察される。 

 

 

 

 

 

 

【Ｄ＆Ｓ特別講演会や講習会への今後の参加希望】  

 「内容次第で参加」が、 当然ながら多数を占めるが、「是

非参加したい」が、3 回目、4 回目では、それまでのほぼ 0%か

ら、20%程となっている（グラフ４）。 

本講演会の有意義との評価が高まった回との連動からみ

てハロー効果によるものを伺わせ、より評価の高い講習会開

催が参加者を集めることに繋がると思われる。 

 

 

 

 

上記を踏まえ、今後も定番コースとして、より多くの方々に参加して満足頂く講習会とするためには、講演テーマ選

定や講演者への依頼にあたり、実事例の紹介を充分に織込んだ中味としてリファインを図っていく事が望ましい。 

                                                                                   

参加者の属性から企画に求められること 

                                          

【学会員比率】  

学会員とそれ以外がほぼ同数参加している（グラフ 5）。 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ３ 

グラフ４ 

グラフ５ 



【年代別比率】  

年代では、55 歳以上以外は、各年代にほぼ均等に分かれ

ているが、年を追って参加者の年代が高くなる傾向がみられ

る（グラフ 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【産学比率】  

企業関係の参加者が殆どを占めるが、大学・研究所等からも少

数ながら継続した参加が見られる（グラフ 7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【業界別比率】  

業界別の内訳では、自動車を始め、電機・精密、重

工・機械等幅広い業界から参加している。特に、重工・

機械分野が多くみられる（グラフ 8）。 

この点では、３D設計の適用分野の裾野が、益々拡

がりつつあることを伺わせるものとなっており、自動車

を先駆けとした３D 設計の先進的取組みを伝えるとい

う狙い通りの参加者となっている。 

 

 

 

 

 

 

グラフ８ 

グラフ６ 

グラフ７ 



【住所】  

参加者の住所では、関東からの参加者が多いのは当然として

も、関西、九州といった遠方からも毎回必ず参加者がある。関東

からの参加者は減少傾向なのに対して、関西からが増加傾向に

あると言える（グラフ 9）。 

 

これによって、今後の開催に当っては、関東だけでなく、関西方

面の参加者に向けての関西会場の設定も検討余地があると思わ

れる。 

 

 

【講習会受講回数】  

参加者の約 60%内外が初めての参加者となっている（グラフ 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

【情報入手先】  

参加のきっかけでは、機械学会 HP、学会インフォメーションメー

ル等の学会関連ルートからの案内情報を直接入手してという参加

者が、当初と 2 回目は 70%内外だが、回を追う毎に、50%、40%と減

少している。逆に、それ以外（社内、研究室等での行事の案内回

覧等）、その他の別ルートから情報を入手しての参加者は、4 回目

には、60%近くとなって大幅に増加している（グラフ 11）。 

 

 

 

 これらの点から、先の学会員の比率がほぼ半数というデータと併せ、この様な新規層を含む参加対象の方々に働き

かけるためには、学会行事の PR を、単に学会関連のみに留まらず、一般の技術関連の方々に広く PRすることが重

要と思われる。今年度は、「日経ものづくり」の記者を招待する試みも加えているが、これ以外にも、直ぐの効果は出

ないとしても、様々なルート、メディアでの PRの充実が望ましい。 

更に、これまでの協賛学会からの案内拡大や関係者からの案内促進方法の改善等による活動の充実も継続して

必要である。                                                              以上 

 

注） 今後の講習会取上げ希望テーマ等、意見・要望のアンケート結果は、個別色が強いため今回は割愛した。 

グラフ９ 

グラフ１０ 

グラフ１１ 

グラフ１０ 

グラフ１１ 

グラフ１０ 
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